
ソ
ウ
ル
東
国
大
学
（
総
長
李
遁
根
）
開
学
七
十
周
年
の
記
念
事
業
と

し
て
、
去
る
八
月
三
十
一
日
’
九
月
二
日
の
三
日
間
に
亘
り
、
「
世
界
佛

教
学
術
会
議
（
言
○
吋
国
９
旦
目
の
邑
○
の
○
口
ロ
ー
邑
冒
、
目
印
昌
彦
の
言
。
‐

号
昌
乏
。
民
）
が
、
大
学
近
く
の
ホ
テ
ル
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
会
場
に

し
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
学
術
会
議
は
、
現
在
、
大
韓
民
国
が
置
か
れ
て
い
る
地
理
的
、
社

会
的
、
政
治
的
背
景
の
中
で
、
万
人
平
等
、
慈
悲
と
寛
容
を
建
前
と
す
る

佛
教
が
、
現
代
社
会
に
如
何
に
対
応
す
る
か
、
と
い
う
基
本
課
題
に
立
っ

て
、
佛
教
者
の
姿
勢
・
態
度
を
明
確
に
す
る
点
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
￥
ヘ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
そ
し
て
日
本
か
ら
の
代
表
者
と
韓
国
佛
教

学
者
ら
九
ヶ
国
七
十
名
が
一
堂
に
会
し
、
公
開
講
演
の
形
式
（
英
、
日
、

韓
国
語
の
同
時
通
訳
に
よ
る
）
で
、
以
下
の
三
分
科
会
に
亘
っ
て
討
議
を

重
ね
た
。

く
Ｊ
１
ｒ
１
ｒ
、
〆
、
ｆ
ｊ
Ｎ
イ
、
で
ｊ
、
〃
軍
ｊ
Ｋ
ｊ
、
く
少
、
く
う
１
Ｊ
、
〆
、
ノ
ー

海
外
学
界
一
一
ユ
ー
ス

く
，
、
ｆ
、
く
ぅ
、
〆
、
ｆ
も
〃
、
２
Ｊ
、
ノ
．
～
て
Ｊ
、
〆
、
／
、
ｒ
、
で
ｊ
、
〆
、
Ｊ
１

韓
国
に
お
け
る

「
世
界
佛
教
学
術
会
議
」
に
出
席
し
て

雲
井
昭
善

開
会
式
後
の
第
一
日
目
（
八
月
三
十
一
日
）
、
東
国
大
学
総
長
李
喧
根

博
士
の
基
調
講
演
（
「
佛
教
と
現
代
社
会
」
）
が
あ
り
、
現
代
に
お
け
る

佛
教
の
現
実
と
将
来
を
模
索
し
つ
つ
、
佛
教
者
自
身
の
視
野
を
広
め
、
世

界
救
済
の
決
意
を
固
め
る
た
め
に
こ
の
学
術
会
議
が
も
た
れ
た
こ
と
を
熱

っ
ぽ
く
語
っ
た
。
そ
し
て
、
三
分
科
会
議
の
も
つ
意
味
あ
い
に
つ
い
て
、

第
一
分
科
会
は
、
現
代
国
際
社
会
に
お
け
る
理
念
的
混
沌
の
中
で
佛
教
が

ど
う
い
う
位
置
づ
け
を
も
つ
ゞ
へ
き
か
、
を
、
第
二
分
科
会
は
、
現
代
人
の

た
め
の
生
活
理
念
と
し
て
の
佛
教
を
、
第
三
分
科
会
は
、
佛
教
が
現
代
社

会
で
如
何
に
適
応
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
諸
問
題
を
柱
と
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
博
士
の
講
演
要
旨
は
、
混
乱
す
る
現
代
思
想

の
中
で
佛
教
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
伝
統
に
忠
実
で
あ
る
だ

け
で
は
な
く
、
新
し
い
時
代
を
導
く
能
力
が
今
こ
そ
要
望
さ
れ
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
李
西
翁
曹
渓
宗
宗
正
の
祝

辞
１
反
目
、
葛
藤
、
不
平
の
乱
れ
と
ぶ
現
代
社
会
の
不
条
理
を
排
し
、

現
実
社
会
に
佛
国
土
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
Ｉ
や
、
柳
基
春
文
教
部

長
官
の
祝
辞
ｌ
韓
国
の
悠
久
な
歴
史
に
寄
与
し
た
佛
教
の
再
確
認
と
、

佛
教
理
念
を
人
類
の
理
想
実
現
に
向
け
る
よ
う
ｌ
な
ど
に
も
う
か
が
わ

れ
た
。
な
お
、
李
総
長
に
つ
づ
い
て
、
「
佛
教
と
民
主
主
義
」
と
題
し
て

ロ
バ
ー
ト
Ｔ
・
オ
リ
ヴ
ァ
ー
氏
（
・
ヘ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
’
一
ア
大
）
の
特
別
講
演

が
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
の
会
議
で
発
表
し
た
各
国
代
表
者
（
敬
称
略
）
と

そ
の
テ
ー
マ
を
、
分
科
会
の
問
題
提
起
と
の
関
連
の
中
で
ふ
れ
る
こ
と
に

↑
‐
し
￥
生
』
「
ノ
０
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一
一

第
一
分
科
会
。
｝
」
｝
」
で
は
、
す
べ
て
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
佛
教
界
が

現
実
を
如
何
に
直
視
し
、
か
つ
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
つ
き
と

め
る
た
め
に
、
佛
教
指
導
者
、
佛
教
者
た
ち
の
正
当
な
判
断
を
要
請
し
た
。

発
表
者
と
テ
ー
マ

第
一
分
科
・
第
一
小
主
題

東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
的
社
会
的
地
位
に
お
け
る
佛
教
徒
の
位
置
づ
け

Ｆ
・
ウ
ッ
タ
ル
ト
（
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
）

張
曼
濤
（
中
国
文
化
学
院
大
）

第
二
小
主
題

中
共
と
佛
教
牧
田
諦
亮
（
岐
阜
教
育
大
）

共
産
主
義
の
挑
戦
に
直
面
す
る
佛
教

鄭
泰
赫
（
東
国
大
）

第
三
小
主
題

こ
こ
で
は
、
特
に
暴
力
の
無
慈
悲
精
神
に
対
し
て
、
佛
教
の
慈
悲
の
精

神
が
如
何
に
対
応
す
傘
へ
き
か
、
が
論
及
さ
れ
た
。
す
尋
へ
て
の
存
在
に
ひ
と

し
く
そ
そ
が
れ
る
佛
教
の
慈
悲
ｌ
意
見
の
異
な
る
者
を
も
包
ん
で
ゆ
く

ｌ
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
す
？
へ
て
に
対
し
て
寛
容
を
示
す
佛
教
の
精
神

は
、
今
日
置
か
れ
て
い
る
大
韓
民
国
の
政
治
的
、
地
理
的
環
境
の
中
で
ど

う
把
え
ら
れ
る
か
、
で
あ
っ
た
。
こ
の
テ
ー
↓
￥
に
関
す
る
発
表
は
、
わ
れ

わ
れ
に
異
常
な
緊
張
感
を
よ
び
お
こ
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
北
の
共

産
主
義
と
の
対
立
を
肌
に
感
じ
さ
せ
る
ソ
ウ
ル
に
あ
っ
て
、
や
や
も
す
れ

ば
観
念
的
に
う
け
と
め
が
ち
な
わ
れ
わ
れ
に
迫
力
を
以
て
訴
え
て
く
る
発

表
が
多
か
っ
た
。
摂
受
に
立
つ
か
折
伏
に
立
つ
か
、
「
今
や
暴
力
に
対
し

て
は
折
伏
あ
る
の
み
」
と
、
『
勝
鬘
経
』
を
援
用
し
て
論
じ
た
李
箕
永
氏

の
熱
弁
が
注
目
さ
れ
た
。

暴
力
と
慈
悲
ｒ
・
ス
ト
レ
ン
グ
（
南
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
大
）

李
箕
永
（
東
国
大
）

な
お
、
参
考
意
見
と
し
て
恵
谷
隆
戒
（
佛
教
大
）

第
四
小
主
題

主
と
し
て
、
一
ノ
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
兆
し
た
佛
教
研
究
、
並
び
に

佛
教
活
動
と
そ
の
受
容
を
歴
史
的
に
述
べ
た
。

第
四
小
主
題

西
欧
に
お
け
る
佛
教
の
発
生
ｌ
そ
の
事
実
と
意
義
ｌ

Ｌ
・
ラ
ン
ヵ
ス
タ
ー
（
カ
リ
フ
ォ
ル
｝
一
ア
大
）

Ｈ
・
デ
ュ
ル
ト
（
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
法
宝
義
林
研
究
所
）

第
五
小
主
題

宗
派
間
の
反
目
と
佛
教
の
寛
容
の
問
題

Ｙ
・
ヤ
ン
（
カ
ナ
ダ
・
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
）

縁
起
・
因
果
と
寛
容

飯
田
昭
太
郎
（
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
）

次
い
で
第
二
分
科
会
で
は
、
三
つ
の
小
主
題
に
分
か
れ
て
討
議
が
重
ね

ら
れ
た
。
第
一
小
主
題
で
は
、
韓
国
が
対
処
し
て
き
た
国
内
外
の
分
裂
と

反
目
に
解
決
の
一
指
標
と
も
な
る
べ
き
視
座
を
要
請
す
る
た
め
に
、
平
和

と
協
調
の
原
理
を
模
索
し
た
。

第
二
分
科
・
第
一
小
主
題

平
和
、
協
力
の
原
理
と
し
て
の
佛
教
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三
枝
充
恵
（
筑
波
大
）

Ｒ
・
Ｃ
・
・
ハ
ン
デ
ィ
ャ
（
イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
大
）

第
二
小
主
題
で
は
、
世
界
経
済
の
趨
勢
に
対
し
て
、
正
法
の
光
を
放
つ

た
め
に
、
現
代
の
経
済
生
活
と
経
済
の
モ
ラ
ル
を
問
う
た
。

第
二
小
主
題

現
代
の
経
済
行
為
に
対
す
る
佛
教
徒
の
倫
理
的
視
座

奈
良
康
明
（
駒
沢
大
）

徐
潤
吉
（
東
国
大
）

第
三
小
主
題
で
は
、
官
能
的
社
会
風
潮
が
禰
漫
す
る
現
代
社
会
に
あ
っ

て
、
佛
教
は
そ
の
風
潮
を
的
確
、
明
解
に
評
価
し
、
か
つ
正
さ
ね
ば
な
ら

な
い
と
し
て
、

第
三
小
主
題

現
代
の
官
能
的
社
会
風
潮
と
佛
教
佐
々
木
現
順
（
大
谷
大
）

Ｌ
・
ド
・
シ
ル
ヴ
ァ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
大
）

第
四
小
主
題
で
は
、
現
代
人
の
多
く
が
陥
い
り
、
か
つ
気
づ
い
て
い
る

精
神
的
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
、
禅
の
実
践
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
す

づ
（
ぜ
○

第
四
小
主
題

禅
と
現
代
精
神
関
口
真
大
（
大
正
大
）

徐
享
保
（
東
国
大
）

第
五
小
主
題
で
は
、
佛
教
が
提
示
す
る
教
育
理
念
を
明
確
に
し
て
ゆ
く

た
め
に
、
第
五
小
主
題

佛
教
の
教
育
理
念
阿
部
正
雄
（
奈
良
教
育
大
）

金
暎
泰
（
東
国
大
）

の
発
表
が
あ
っ
た
。

次
い
で
第
三
分
科
会
で
は
、
五
つ
の
小
主
題
に
分
か
れ
て
以
下
の
如
き

発
表
と
発
言
が
あ
っ
た
。

第
一
小
主
題
で
は
、
現
代
社
会
に
あ
っ
て
大
乗
菩
薩
は
如
何
に
、
何
を

な
す
、
へ
き
か
が
問
わ
れ
た
。

第
三
分
科
・
第
一
小
主
題

現
代
社
会
に
お
け
る
大
乗
菩
薩
の
理
念
鎌
田
茂
雄
（
東
京
大
）

洪
庭
植
（
東
国
大
）

第
二
小
主
題
で
は
、
産
業
文
明
社
会
に
お
い
て
、
四
衆
は
何
を
如
何
に

な
す
べ
き
か
、
が
課
題
と
な
り
、
以
下
の
発
表
が
み
ら
れ
た
。

第
二
小
主
題

産
業
文
明
時
代
に
お
け
る
僧
伽
の
役
割
前
田
恵
学
（
愛
知
学
院
大
）

金
雲
学
（
東
国
大
）

第
三
小
主
題
で
は
、
労
働
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
生
産
と
は
何
か

を
佛
教
的
次
元
で
把
え
る
。

第
三
小
主
題

寺
院
に
お
け
る
労
働
の
生
産
性
に
関
す
る
問
題宮
林
昭
彦
（
大
正
大
）

李
戴
昌
（
東
国
大
）

第
四
小
主
題
は
、
出
家
者
の
戒
律
に
つ
い
て
論
及
す
る
。

ゞ
第
四
小
主
題

現
代
世
界
に
お
け
る
出
家
者
の
戒
律
に
関
す
る
問
題
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水
野
弘
元
（
駒
沢
大
）

李
鐘
益
（
東
国
大
）

第
五
小
主
題
で
は
、
布
教
の
現
代
化
問
題
を
論
及
し
た
。
特
に
、
布
教
、

伝
道
を
強
化
促
進
す
る
た
め
に
何
が
模
索
さ
れ
る
か
、
又
、
伝
道
の
基
本

的
精
神
と
そ
の
具
体
化
が
強
く
要
望
さ
れ
た
。

第
五
小
主
題

布
教
の
現
代
化
に
関
す
る
問
題
ｌ
佛
教
の
伝
道
活
動
の
改
善
と
促

進
Ｉ
雲
井
昭
善
（
大
谷
大
）

韓
錘
万
（
円
光
大
）

一
一
一

以
上
の
如
く
、
三
分
科
会
十
五
の
小
主
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
討

議
し
、
内
実
化
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
発
表
し
な
か
っ
た
人
た
ち
の
中
で
、

各
分
科
会
ご
と
に
発
言
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト

の
Ｐ
・
ギ
ャ
ル
ポ
、
丁
鐘
倣
（
全
南
大
）
蕊
洙
翰
（
嶺
南
大
）
柳
灯
徳

（
円
光
大
）
宋
錫
球
（
東
国
大
）
、
徐
洸
善
（
梨
花
女
大
）
道
文
（
総
務

院
）
の
各
氏
を
は
じ
め
、
宗
教
界
、
新
聞
報
道
関
係
の
代
表
者
た
ち
が
あ

っ
た
。

会
議
の
討
議
が
終
了
し
た
九
月
二
日
午
後
一
時
’
五
時
ま
で
、
チ
ェ
ア

マ
ン
李
箕
永
氏
司
会
に
よ
る
各
分
科
討
議
代
表
者
の
報
告
と
総
会
討
議

（
総
括
）
が
あ
り
、
結
論
が
用
意
さ
れ
た
。
閉
会
式
に
臨
む
に
当
た
り
、

本
会
議
に
対
す
る
評
価
と
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
各
国
代
表
者
の
発

言
が
求
め
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
氏
、
イ
ン
ド
側
パ
ン
デ

ィ
ャ
氏
、
日
本
側
恵
谷
隆
戒
氏
と
雲
井
昭
善
（
日
本
学
術
会
議
会
員
と
し

て
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
、
今
回
の
意
義
あ
る
学
術
会
議
の
評
価
と
、

今
後
、
何
ら
か
の
形
で
本
会
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
た
。

混
迷
す
る
現
代
社
会
、
特
に
南
北
間
の
緊
張
の
中
で
山
積
す
る
諸
問
題

か
ら
、
十
五
の
小
主
題
を
掲
げ
て
討
議
を
重
ね
た
こ
の
学
術
会
議
は
、
現

代
に
対
応
す
る
佛
教
者
の
現
実
把
握
を
深
化
し
た
こ
と
、
か
つ
現
実
把
握

に
立
っ
て
今
後
何
を
な
す
。
へ
き
か
、
へ
の
模
索
が
重
ね
ら
れ
た
点
で
、
大

き
な
収
獲
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

な
お
、
評
議
員
会
に
お
い
て
、
本
会
は
今
後
「
国
際
現
代
佛
教
研
究

院
」
（
目
胃
冒
蔚
目
目
５
口
巴
目
印
は
目
蔚
甘
Ｈ
言
の
礫
戸
島
且
９
口
‐

３
日
君
国
ｑ
田
口
且
言
い
日
消
自
．
切
。
）
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
本
部
を

東
国
大
学
に
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。
（
こ
の
稿
一
部

「
中
外
日
報
」
ｚ
ｏ
の
．
隠
自
〕
ｌ
園
に
既
報
）
。
（
一
九
七
六
・
十
・
五
）
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